
師
団
（
師
団
長

兒
玉
陸

将
）
は
９
月

14
日
か
ら

28

日
ま
で
の
間
、
北
海
道
の
矢

臼
別
演
習
場
に
お
い
て
、
射

撃
練
度
の
維
持
・
向
上
を
目

的
と
し
て
長
距
離
射
撃
訓
練

を
実
施
し
た
。

こ
の
際
、
併
せ
て
第
１
特

科
隊
（
隊
長

富
永
１
佐
）

に
対
し
て
最
後
の
実
射
検
閲

を
実
施
し
た
。

実
射
検
閲
に
先
立
ち
統
裁

官
（
師
団
長
）
は
、
「
弾
先

で
結
果
を
出
せ
」
の
１
点
を

要
望
し
、
「
迅
速
か
つ
精
度

良
好
な
弾
を
出
せ
な
け
れ
ば

特
科
部
隊
の
意
味
が
な
い
。

観
測
機
関
、
射
撃
指
揮
機
関
、

射
撃
部
隊
の
三
者
が
よ
く
連

携
し
、
そ
れ
を
通
信
が
繋
ぐ
、

こ
の
団
結
こ
そ
が
射
撃
の
神

髄
で
あ
る
」
と
訓
示
し
た
。

師
団
は

10
月

15
日

か
ら

22
日
ま
で
の
間
、

東
富

士
及

び
北
富
士

演

習

場

に

お

い

て

、

第
１

後
方

支
援
連
隊

（
連
隊
長
土
工
１
佐
）

及
び

第
１

特
殊
武
器

防
護
隊
（
隊
長

中
村

２
佐

）
に

対
す
る
訓

練
検
閲
を
実
施
し
た
。

本

訓
練

検
閲
は
師

団
の

総
合

戦
闘
力
の

最
大

限
発

揮
に
必
要

な
能

力
の

向
上
を
目

的
と

し
て

、
師
団
の

攻
撃
に
お
け

る
部
隊

の
行
動
を
検

閲
課
目

と
し
て
実
施

し
、
そ

の
練
度
を
確
認
し
た
。

訓
練
検
閲

実
施
に

あ
た

り
統
裁

官

（
師

団
長
）
は
１

後
支
連

に
対

し
「
第

一

線
を

間
断
な
く
支

え
て
戦

勝
を
獲
得
せ
よ
」
、
１

特
防

に
対
し

「
師
団

の
任
務
達
成

に
最
大

限
寄
与
せ
よ

」
を
要

望
し
た
。
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全

て

は

任

務

が

基

準

実射訓練検閲・第３次訓練検閲

ＦＨ-７０による射撃

統裁官訓示観測所で視察する統裁官弾着の様子

統裁官訓示

師団攻撃命令下達

統裁部における認識の統一

今
回
の
訓
練
検
閲
で
は
、
師

団
と
し
て
初
め
て
、
斎
藤

隆

則

予
備
１
佐
（
元
１
後
支
連

隊
長
等
）
、
佐
藤

繁
文

予

備
１
佐
（
元
第
１
０
３
補
給
大

隊
長
等
）
、
田
中

博
幸

予

備
２
佐
（
元
第
１
０
１
野
外
病

院
隊
長
等
）
の
予
備
自
衛
官
３

名
が
補
助
官
部
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
参
加
さ
れ
た
。
３
名
は

そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
経
験
を
活
か

し
た
助
言
等
に
よ
り
、
師
団
兵

站
能
力
向
上
等
に
大
き
く
貢
献

い
た
だ
い
た
。

斎藤 隆則 予備１佐佐藤 繁文 予備１佐田中 博幸 予備２佐

診療する師団医務官（井上２佐）

統裁官への現況報告

激励を受ける１後支連隊長（状況終了時）



第
１
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

佐
藤
１
佐
）
は
９
月

20
日
か
ら

29
日
ま
で
の
間
、

六
ヶ
所
対
空
射
撃
場
に
お
い

て
、
令
和
４
年
度
師
団
対
空

実
射
訓
練
（

12
．
７
ｍ
ｍ

重
機
関
銃
）
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
射
撃
練
度
を
維

持
・
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に

指
導
者
の
育
成
を
目
的
と
し

て
実
施
し
た
。
師
団
隷
下
部

隊
の
他
、
方
面
直
轄
部
隊
及

び
大
臣
直
轄
部
隊
が
参
加
し

た
。24

日
か
ら
の
実
弾
射
撃

に
お
い
て
、
各
射
手
は
主
要

演
練
項
目
で
あ
る
目
標
の
発

見
・
選
定
、
射
距
離
の
判
定

及
び
射
弾
の
観
測
・
修
正
に

着
意
し
て
射
撃
を
行
い
、
教

育
訓
練
基
準
を
大
幅
に
上
回

る
命
中
弾
を
得
る
等
の
高
い

成
果
を
収
め
た
。

本
訓
練
期
間
は
天
候
や
海

上
の
安
全
確
保
状
況
に
よ
り

射
撃
中
止
に
せ
ざ
る
を
得
な

い
日
も
生
起
し
た
が
、
訓
練

期
間
内
に
１
件
の
事
故
も
な

く
全
部
隊
の
射
手
が
対
空
射

撃
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

第

32
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

榧
野
１
佐
）
は
、

10

月

31
日
か
ら

11
月
５
日
ま

で
の
間
、
連
隊
長
を
北
富
士

整
備
隊
長
と
し
約
１
３
０
０

人
を
も
っ
て
令
和
４
年
度
秋

季
北
富
士
演
習
場
定
期
整
備

を
実
施
し
た
。

編
成
完
結
式
に
お
い
て
整

備
隊
長
は
「
効
果
的
・
効
率

的
な
整
備
の
実
施
」
「
安
全

管
理
・
健
康
管
理
」
の
２
点

を
要
望
し
た
。

本
整
備
は
、
装
軌
車
等
の

機
動
発
揮
の
た
め
の
機
動
路

整
備
、
機
動
戦
闘
車
等
の
戦

闘
射
撃
を
可
能
に
す
る
射
場

改
修
等
を
実
施
し
、
演
習
場

の
機
能
の
維
持
・
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
長
期
安
定
使

用
の
た
め
、
弾
着
区
域
防
火

帯
整
備
、
通
信
回
線
整
備
等

の
各
種
演
習
場
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
整
備
を
実
施
し

た
。11

月
４
日
、
整
備
し
た

成
果
を
東
部
方
面
総
監
（
森

下
陸
将
）
に
視
察
に
て
い
た

だ
き
、
大
き
な
指
導
事
項
も

無
く
演
習
場
整
備
の
任
務
を

完
遂
し
た
。

第

34
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

水
野
１
佐
）
は
９
月

26
日
か
ら

10
月
３
日
の
間
、

静
岡
市
及
び
川
根
本
町
に
お

い
て
台
風

15
号
の
被
害
に

伴
う
災
害
派
遣
活
動
を
実
施

し
た
。

連
隊
は

26
日
午
前

10
時

25
分
に
静
岡
県
知
事
か
ら

派
遣
要
請
を
受
け
、
県
庁
及

び
静
岡
市
役
所
、
川
根
本
町

役
場
に
連
絡
員
を
派
遣
す
る

と
と
も
に
、
人
員
約

30
名

を
も
っ
て
清
水
区
東
海
大
学

海
洋
科
学
博
物
館
敷
地
内
に

お
い
て
給
水
活
動
を
開
始
し

た
。翌

日
か
ら
約
１
０
０
人
態

勢
で
清
水
区
内
の
各
地
に
場

所
を
拡
大
し
て
７
日
間
、
給

水
活
動
を
実
施
し
た
。

給
水
活
動
の
他
、
住
民
の

避
難
誘
導
、
興
津
川
の
取
水

口
に
流
れ
込
ん
だ
土
砂
、
流

木
等
を
夜
間
を
徹
し
て
除
去

し
た
。

10
月
２
日
、
断
水
の
復

旧
に
伴
い
清
水
区
に
お
け
る

給
水
活
動
を
終
了
。
ま
た
同

日
か
ら
環
境
省
と
防
衛
省
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
県

か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
特
に
危

険
な
緊
急
を
要
す
る
清
水
区

内
の
２
カ
所
の
災
害
廃
棄
物

の
撤
去
及
び
運
搬
支
援
を
実

施
し
、
３
日
午
後
５
時

15

分
に
県
知
事
か
ら
の
撤
収
要

請
を
受
け
、
す
べ
て
の
活
動

を
終
了
し
た
。

第
１
後
方
支
援
連
隊
（
連

隊
長

土
工
１
佐
）
は

10

月

15
日
か
ら

22
日
ま
で

の
間
、
北
・
東
富
士
演
習
場

に
お
い
て
「
師
団
の
攻

撃
に
お
け
る
後
方
支
援

連
隊
の
行
動
」
に
つ
い

て
訓
練
検
閲
を
受
閲
し

た
。本

訓
練
検
閲
で
は
、

バ
ト
ラ
ー
を
装
着
し
て
、

北
富
士
演
習
場
へ
の
段

列
の
推
進
及
び
整
備
、

補
給
、
衛
生
、
輸
送
、

入
浴
、
洗
濯
等
の
各
種

支
援
業
務
を
実
施
し
、

そ
の
後
、
攻
撃
進
展
に
伴
う

前
方
支
援
隊
の
派
遣
及
び
東

富
士
演
習
場
へ
の
段
列
の
推

進
を
行
っ
た
。
ま
た
、
第
１

特
殊
武
器
防
護
隊
と
連
携
し
、

化
学
攻
撃
対
処
に
お
け
る
師

団
除
染
所
の
運
営
及
び
弾
薬

輸
送
中
の
伏
撃
対
処
を
協
同

で
実
施
し
た
。

検
閲
間
は
、
連
隊
本
部
、

師
団
段
列
地
域
に
対
す
る
襲

撃
の
他
、
航
空
攻
撃
に
よ
る

車
両
の
破
壊
及
び
化
学
攻
撃

に
よ
り
、
人
員
、
装
備
等
に

被
害
を
出
し
な
が
ら
も
、
統

裁
官
要
望
事
項
で
あ
る
「
第

一
線
を
間
断
な
く
支
え
て
戦

勝
を
獲
得
せ
よ
」
を
達
成
す

る
べ
く
、
段
列
の
推
進
・
各

種
兵
站
支
援
を
継
続
し
、
任

務
を
完
遂
し
た
。
実
動
訓
練

後
の
Ａ
Ａ
Ｒ
で
は
、
隊
員
か

ら
様
々
な
意
見
が
積
極
的
に

交
わ
さ
れ
、
師
団
の
任
務
完

遂
に
お
け
る
兵
站
の
任
務
の

重
要
性
を
再
度
認
識
し
た
。

連
隊
は
、
第
一
線
部
隊
の

任
務
を
支
え
る
べ
く
更
な
る

精
強
化
に
努
め
て
い
く
所
存

で
あ
る
。

頭 号 師 団 （２）第２５号

第
１
特
科
隊
（
隊
長

富
永
１
佐
）
は
９
月
14
日
か
ら
28
日

ま
で
の
間
、
北
海
道
の
矢
臼
別
演
習
場
に
お
い
て
、
射
撃
練

度
の
維
持
・
向
上
を
目
的
と
し
て
長
距
離
射
撃
訓
練
を
実
施

し
た
。
こ
の
際
、
併
せ
て
師
団
が
実
施
す
る
実
射
検
閲
を
受

閲
し
た
。

９
月
14
日
、
１
特
は
北
富
士
駐
屯
地
を
出
発
、
宮
城
県
仙

台
港
及
び
青
森
県
八
戸
港

の
２
海
路
よ
り
北
海
道
苫

小
牧
港
へ
移
動
し
た
。
渡

道
後
は
陸
路
を
も
っ
て
、

矢
臼
別
演
習
場
に
移
動
し

展
開
を
完
了
し
た
。

20
日
ま
で
に
陣
地
偵
察
、

測
量
、
陣
地
占
領
、
弾
薬

受
領
、
火
砲
の
整
備
等
の

射
撃
準
備
を
完
了
し
、
21

日
の
状
況
開
始
以
降
、
射

撃
計
画
に
基
づ
き
、
試
射

や
陣
地
変
換
を
行
い
な
が

ら
、
射
撃
要
求
に
応
じ
て

最
大
約
18
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
射
距
離
で
射
撃
を
実
施

し
、
そ
の
射
撃
速
度
と
精

度
に
つ
い
て
評
価
を
受
け

た
。雨

天
と
晴
天
が
交
錯
す

る
厳
し
い
気
象
条
件
が
続

く
中
、
ぬ
か
る
ん
だ
軟
弱

な
地
盤
に
苦
労
し
な
が
ら

も
観
測
機
関
、
射
撃
指
揮

機
関
及
び
射
撃
部
隊
の
三

者
が
巧
み
に
連
携
し
て
、

整
斉
と
射
撃
任
務
を
遂
行

し
た
。
実
射
検
閲
後
は
、

方
面
特
科
連
隊
新
編
を
見

据
え
た
改
編
後
の
戦
力
化

に
向
け
て
の
訓
練
を
実
施

し
て
所
望
の
成
果
を
得
た
。

第

32

普

通

科

連

隊

路肩杭の整備

第

１

特

科

隊

第

34

普

通

科

連

隊

射撃命令の起案

第
１
後
方
支
援
連
隊

第

１

普

通

科

連

隊

射撃部隊による装填動作射弾下掩蔽部での観測

射座の準備（射座構築）

射撃の様子

射撃指揮所

道路の整備

コンクリートキャンパスによる

溜桝の整備

給水活動

土砂・流木等の除去

住民の避難誘導

化学攻撃下での指揮幕僚活動

負傷者の後送

陣地変換



第
１
高
射
特
科
大
隊
（
大

隊
長

矢
部
２
佐
）
は
、

10

月

25
日
か
ら

27
日
ま
で

の
間
、
練
馬
駐
屯
地
、
朝
霞

訓
練
場
及
び
武
山
駐
屯
地
に

お
い
て
、
市
街
地
に
お
け
る

対
空
作
戦
能
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
第
５

回
大
隊
訓
練
を
実
施
し
た
。

大
隊
は
、
各
駐
屯
地
等
へ
の

部
隊
展
開
か
ら
始
ま
り
、
駐

屯
地
基
盤
を
活
用
し
た
シ
ス

テ
ム
連
接
に
よ
っ
て
一
元
的

な
対
空
戦
闘
組
織
を
構
成
す

る
と
と
も
に
、
武
装
工
作
員

等
の
襲
撃
等
か
ら
主
要
装
備

品
を
防
護
し
て
対
空
作
戦
任

務
を
継
続
す
る
要
領
に
つ
い

て
演
練
し
た
。
本
訓
練
を
通

じ
て
、
市
街
地
に
お
い
て
作

戦
す
る
際
の
教
訓
を
得
る
等
、

所
望
の
成
果
を
得
て
る
こ
と

が
で
き
た
。

第
１
通
信
大
隊
（
大
隊
長

萱
場
２
佐
）
は
、

10
月
３

日
か
ら

21
日
ま
で
の
間
、

第
３
回
大
隊
訓
練
を
実
施
し

た
。本

訓
練
は
、

11
月
に
実

施
さ
れ
る
大
隊
の
ゲ
リ
コ
マ

訓
練
検
閲
受
閲
に
万
全
を
期

す
べ
く
、
３
日
か
ら
７
日
ま

で
の
前
段
訓
練
と

11
日
か

ら

21
日
ま
で
の
後
段
訓
練

に
分
け
て
行
い
、
前
段
訓
練

に
お
い
て
は

通
信
所
展
開

地
域
に
お
け

る
電
波
調
査

を
実
施
し
て
、

通
信
計
画
の

実
行
性
の
確

認
を
図
る
と

と
も
に
、
師

団
司
令
部
法

務
官
の
防
衛

法
制
教
育
に

よ
り
、
各
種

事
態
区
分
に

応
じ
た
自
衛

隊
の
行
動
と
権
限
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

後
段
訓
練
に
お
い
て
は
、

警
戒
自
衛
戦
闘
時
に
お
け
る

大
隊
本
部
要
員
の
現
況
把
握

及
び
各
種
会
議
資
料
の
作
成

要
領
を
演
練
す
る
と
と
も
に
、

大
隊
Ｃ
Ｐ
Ｘ
を
実
施
し
て
部

隊
運
用
計
画
作
成
に
資
す
る

等
、
ゲ
リ
コ
マ
検
閲
受
閲
に

向
け
た
練
度
を
向
上
し
た
。

第
１
偵
察
戦
闘
大
隊
（
大

隊
長

德
永
２
佐
）
は
９
月

26
日
か
ら

10
月
７
日
ま
で

の
間
、
朝
霞
訓
練
場
（
オ
ー

ト
バ
イ
訓
練
場
）
及
び
北
富

士
・
東
富
士
演
習
場
に
お
い

て
、
令
和
４
年
度
オ
ー
ト
バ

イ
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
師
団
内
オ
ー

ト
バ
イ
操
縦
指
導
者
（
専
修

員
）
に
対
し
、
オ
ー
ト
バ
イ

操
縦
訓
練
の
指
導
法
及
び
そ

の
評
価
要
領
に
つ
い
て
の
認

識
統
一
を
図
り
、
各
部
隊
の

練
度
を
斉
一
に
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

た
。訓

練
を
通
じ
て
、
専
修
員

同
士
の
計
画
に
基
づ
く
指
導

法
・
応
用
操
縦
の
技
能
の
練

度
判
定
・
評
価
要
領
に
つ
い

て
、
認
識
の
共
有
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
所
望
の
成
果
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
１
施
設
大
隊
（
大
隊
長

盛
谷
２
佐
）
は
９
月

22
日
、

朝
霞
駐
屯
地
に
お
い
て
、
治

安
出
動
下
令
を
想
定
し
た
事

態
対
処
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
治
安
出
動
下

令
前
の
状
況
か
ら
開
始
し
、

下
令
を
予
期
し
た
指
揮
幕
僚

活
動
及
び
出
動
準
備
か
ら
出

動
ま
で
の
一
連
の
部
隊
行
動

に
つ
い
て
演
練
し
た
。
ま
た
、

状
況
終
了
後
は
、
出
動
に
伴

う
権
限
の
教
育
、
神
経
剤
治

療
用
自
動
注
射
器
の
教
育
、

射
撃
訓
練
、
特
殊
武
器
防
護

訓
練
等
を
行
う
と
と
も
に
、

大
隊
の
Ａ
Ａ
Ｒ
を
実
施
し
、

じ
後
の
資
と
し
た
。

（３）第２５号 頭 号 師 団

第

１

高

射

特

科

大

隊

目視照準具による対空警戒

ＨＭＧによる対空警戒

監視哨掩体構築

第

１

偵

察

戦

闘

大

隊

東富士演習場内での不整地走行

朝霞訓練場での練度判定・評価

特殊武器防護訓練

第

１

通

信

大

隊

整地における電波調査

不審者対応を展示・説明

大隊長への状況報告

第

１

施

設

大

隊

出動準備 作戦会議で指導する大隊長



第
１
飛
行
隊
（
隊
長

松

山
２
佐
）
は

10
月

31
日
か

ら

11
月

４

日

ま

で

の

間

、

東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
令

和
４
年
度
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か

ら
の
機
関
銃
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｍ

Ｉ
）
射
撃
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

か
ら
射
撃
を
行
う
１
飛
の
機

関
銃
手
の
要
員
を
養
成
す
る

と
と
も
に
、
射
手
と
操
縦
手

の
連
携
要
領
等
の
練
度
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
た
。
本
訓
練
を
通
じ
、
隊

員
は
地
上
と
は
違
う
空
中
で

停
止
す
る
不
安
定
な
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
か
ら
の
射
撃
着
眼
等

を
修
得
す
る
と
と
も
に
、
操

縦
手
と
の
射
撃
に
関
す
る
各

種
連
携
要
領
つ
い
て
演
練
し

そ
の
練
度
を
向
上
さ
せ
た
。

第

１

特

殊

武

器

防

護

隊

（
隊
長

中
村
２
佐
）
は

10

月

15
日
か
ら

22
日
ま
で
の

間
、
東
富
士
及
び
北
富
士
演

習
場
に
お
い
て
、
訓
練
検
閲

を
受
閲
し
た
。

隊
は
集
結
地
へ
進
入
後
、

師
団
除
染
所
を
開
設
。
師
団

攻
撃
命
令
下
達
を
受
け
、
対

特
殊
武
器
戦
を
実
施
し
た
。

17
日
、
敵
航
空
機
に
よ

る
師
団
予
備
隊
の
機
動
経
路

に
対
す
る
化
学
攻
撃
を
受
け

た
際
、
隊
長
は
、
偵
察
小
隊

に
速
や
か
に
観
測
報
告
を
実

施
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
ら

現
場
に
進
出
し
直
接
的
な
指

導
を
行
い
経
路
の
早
期
現
状

回
復
を
行
っ
た
。

18
日
、
負
傷
を
伴
う
汚

染
人
員
が
発
生
し
た
際
、
隊

長
は
、
除
染
小
隊
に
１
後
支

連
と
協
同
し
て
除
染
と
治
療
・

後
送
を
迅
速
に
実
施
し
、
早

期
に
人
的
戦
闘
力
の
回
復
を

図
っ
た
。

一
特
防
は
作
戦
間
、
対
特

殊
武
器
対
処
能
力
を
随
所
に

発
揮
し
師
団
の
戦
闘
力
の
損

耗
を
極
限
さ
せ
、
そ
の
任
務

を
完
遂
し
た
。

第
１
音
楽
隊
（
隊
長

新

田

１

尉

）

は

９

月

27
日

、

杉
並
公
会
堂
大
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
第

47
回
定
期
演
奏

会
を
行
っ
た
。

演
奏
会
は
自
衛
隊
に
対
す

る
信
頼
感
と
親
近
感
の
醸
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

「
祈
り
と
希
望
～
復
活
の
調

べ
」
を
テ
ー
マ
に
２
部
構
成

で
行
わ
れ
、
第
１
部
は
心
に

残
る
日
本
の
歌
曲
３
選
と
し

て
「
こ
の
道
」
「
海
ゆ
か
ば
」

「
ふ
る
さ
と
」
を
、
「
吹
奏
楽

の
た
め
の
「
海
の
詩
・
風
の

詩
」
」
を
演
奏
、
第
２
部
は

ヒ
ビ
キ
ｐ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ
さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
「
ウ
イ
ン
タ
ー
・

ゲ
ー
ム
ス
」
「
戦
場
の
メ
リ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
」
を
演
奏
す
る

他
、
「
サ
マ
ー
タ
イ
ム
」
で

は
駒
形
１
曹
が
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
を
、
佐
々
木
曹
長
が
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
を
独
奏
し
た
。
最

後
に
「
ラ
ブ
ソ
テ
ィ
・
イ
ン
・

ブ
ル
ー
」
を
ヒ
ビ
キ
ｐ
ｉ
ａ

ｎ
ｏ
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
演
奏

を
行
っ
た
。
同
曲
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
ジ
ャ

ズ
を
融
合
さ
せ
た
シ
ン
フ
ォ

ニ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ズ
の
響
き
に

対
し
て
大
き
な
感
動
の
拍
手

が
寄
せ
ら
れ
、
大
盛
況
で
幕

を
閉
じ
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
素
敵
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

感
動
し
ま
し
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
た
。

第

１

師

団

司

令

部

付

隊

（
隊
長

東
畑

３
佐
）

は
９

月

20
日
か
ら

29
日
ま
で
の

間
、
六
ヶ
所
対
空
射
撃
場
に

お
い
て
１
普
連
が
担
任
し
た

令
和
４
年
度
師
団
対
空
実
射

訓
練
（
１
２
．
７
ｍ
ｍ
重
機

関
銃
）
に
射
撃
練
度
を
維
持
・

向
上
す
る
目
的
で
参
加
し
た
。

24
日
か
ら
実
施
し
た
対

空
実
射
訓
練
に
お
い
て
、
稲

川
２
曹
、
日
高
３
曹
及
び
松

田
３
曹
は
、
主
要
演
練
項
目

で
あ
る
目
標
の
発
見
・
選
定
、

射
距
離
の
判
定
及
び
射
弾
の

観
測
・
修
正
に
着
意
し
て
射

撃
し
、
陸
幕
教
育
訓
練
基
準

を
大
幅
に
上
回
る
高
い
命
中

の
成
果
を
得
た
。

頭 号 師 団 （４）第２５号

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊

第 １ 音 楽 隊

命令下達

トランペットを独奏する

佐々木曹長

定期演奏会の様子

指揮通信車からの射撃 負傷を伴う汚染人員の除染と治療

第 １ 飛 行 隊

対空警戒

除染を実施

ヘリコプターからの射撃

トロンボーンを独奏する

駒形１曹

第
１
師
団
司
令
部
付
隊



（５）第２５号 頭 号 師 団

第
34
普
通
科
連
隊
、

第
１
特
科
隊
及
び
第
１

飛
行
隊
は
10
月
10
日
、

日
本
航
空
学
園
（
山
梨

県
）
の
建
学
90
年
特
別

航
空
際
支
援
を
行
っ
た
。

34
普
連
及
び
１
飛
は

リ
ぺ
リ
ン
グ
及
び
ホ
イ

ス
ト
に
よ
る
要
救
助
者

の
救
出
要
領
の
訓
練
展

示
を
行
い
、
１
特
は
火

砲
、
車
両
等
の
装
備
品

展
示
を
実
施
し
た
。

「
隊
員
全
員
が
主
役
で
す
」

令
和
４
年
４
月
20
日
付
で
第
５
代

第
１
後
方
支
援
連

隊

最
先
任
上
級
曹
長
に
拝
命
し
ま
し
た
鈴
木
准
尉
で
す
。

第
１
後
方
支
援
連
隊
の
部
隊
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
と
、

第
１
・
２
整
備
大
隊
に
お
い
て
は
師
団
各
部
隊
の
装
備
品

の
整
備
を
、
補
給
隊
に
お
い
て
は
燃
料
、
糧
食
、
水
、
入

浴
、
洗
濯
及
び
部
品
補
給
を
、
輸
送
隊
に
お
い
て
は
大
量

の
物
資
・
人
員
輸
送
を
、
衛
生
隊

に
お
い
て
は
け
が
や
病
気
の
手
当

て
等
、
第
１
師
団
各
種
の
兵
站
・

衛
生
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

私
が
思
う
に
、
同
じ
連
隊
内
の
隊

員
で
あ
り
ま
す
が
、
色
々
な
職
種

（
補
給
、
整
備
、
輸
送
、
衛
生
、

通
信
等
）
及
び
駐
屯
地
を
異
に
す

る
（
６
つ
の
駐
屯
地
に
分
散
し
て

い
る
）
こ
の
連
隊
の
准
曹
士
を
、

ど
の
よ
う
に
し
て
ま
と
め
善
導
出

来
る
か
日
々
追
求
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
で
、

週
一
回
各
部
隊
が
担
当
（
も
ち
ろ

ん
私
も
参
加
）
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
あ
い
さ
つ
運
動
を
す
る
こ

と
で
少
し
で
も
帰
属
意
識
が
持
て

る
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

私
は
最
先
任
上
級
曹
長
交
代
式

で
上
番
す
る
際
、
隊
員
に
言
い
ま

し
た
。
「
私
は
准
曹
士
の
最
上
級

者
に
な
り
ま
し
た
が
主
役
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
る
隊
員
み
ん
な
が
本
当
の
主
役

で
す
。
」
と
。
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ

の
と
こ
ろ
で
皆
が
主
役
と
な
り
行

動
し
各
部
隊
が
団
結
・
連
携
す
れ

ば
、
い
か
な
る
困
難
な
状
況
の
中

で
も
必
ず
任
務
を
遂
行
出
来
る
部

隊
に
な
れ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。
「
隊
員
全
員
が
主
役
」
と

し
て
活
躍
で
き
る
精
強
な
後
方
支

援
連
隊
を
目
指
し
ま
す
。

第

１

後

方

支

援

連

隊

最先任上級曹長

准陸尉

鈴木 淳二

【第１整備大隊】施設整備 【第２整備大隊】車両回収 【補給隊】燃料給油

【輸送隊】輸送支援 【衛生隊】患者治療 出勤時のあいさつ運動

記念撮影（前列左から師団長、幕僚長、師団最先任上級曹長）

第
１
師
団
司
令

部
は
10
月
５
日
、

練
馬
駐
屯
地
体
育

館
に
お
い
て
、
北

海
道
訓
練
セ
ン
タ
ー

訓
練
（
Ｈ
Ｔ
Ｃ
）

及
び
中
・
重
砲
長

距
離
射
撃
訓
練
任

務
完
遂
に
伴
う
部

隊
表
彰
で
、
師
団

長
よ
り
第
３
級
賞

状
が
授
与
さ
れ
た
。

表彰を受ける幕僚長

部外行事支援

記念撮影をする懇話会

師
団
司
令
部
、
１

師
付
及
び
１
音
は
11

月
13
日
、
練
馬
駐
屯

地
に
お
い
て
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
航
空

機
体
験
搭
乗
を
実
施

し
た
。

体
験
搭
乗
で
は
、

募
集
対
象
者
、
師
団

懇
話
会
を
始
め
隊
員

家
族
等
、
多
く
の
方
々

に
搭
乗
し
て
頂
い
た
。

訓練展示

車両展示 装備品展示

記念撮影をする隊員家族

第
１
音
楽
隊
は

９
月
10
日
、
浅
草

寺
参
道
並
木
通
り

付
近
で
開
催
さ
れ

た
浅
草
盆
踊
り
に

お
い
て
派
遣
演
奏

を
行
っ
た
。

隊
の
高
い
演
奏

技
術
を
披
露
し
て

約
３
万
人
の
来
場

者
を
魅
了
し
た
。

支援隊員を激励する師団長

雷門の前で記念写真

サクソフォンを独奏する米玉利３曹



頭 号 師 団 （６）第２５号

夫
と
は
１
年
半
の
交
際
を
経
て
結
婚
し
ま
し
た
。

熊
本
県
の
島
に
生
ま
れ
、
駐
屯
地
が
近
く
に
な
い
環

境
で
育
っ
た
私
は
、
夫
と
出
会
う
ま
で
自
衛
官
と
い
う

職
業
に
つ
い
て
詳
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
初
め

は
知
識
不
足
で
戸
惑
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
明
る
く
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
訓
練
な
ど
で
２
週
間
ほ
ど
不
在
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
寂
し
く
心
配
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

自
分
の
た
め
で
は
な
く
困
っ
て
い
る
方
々
の
た
め
に
な

る
よ
う
訓
練
に
励
ん
で
い
る
夫
を
と
て
も
尊
敬
し
て
い

ま
す
。
不
在
も
多
い
で
す
が
、
そ
の
分
長
い
お
休
み
を

い
た
だ
け
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
お
休
み
の
時
は
長
く

一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
が
仕
事
に
追
わ

れ
て
い
る
時
は
、
食
事
や
お
風
呂
の
用
意
を
し
て
く
れ

る
優
し
く
頑
張
り
屋
の
夫
で
す
。
そ
ん
な
夫
が
、
日
々

の
疲
れ
を
癒
し
、
よ
り
心
が
豊
か
に
な
れ
る
よ
う
な
環

境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
自
衛
官
の
妻
と
し
て
夫
を
サ
ポ
ー
ト
し
つ

つ
、
夫
に
も
支
え
ら
れ
な
が
ら
２
人
で
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【お知らせ】

開館時間は平日の９時から

１５時までです。

お申し込みは１週間前までに

ご連絡下さい。

第
１
中
隊

本
部
管
理
中
隊准陸尉

對馬 浩

第
１
通
信
大
隊

隊
本
部

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊

准陸尉

米山 考

第
１
高
射
特
科
大
隊

本
部
管
理
中
隊

陸曹長

中村 智宏

福崎 亮

１等陸佐

東原口 増穂

陸曹長

山田 渉

２等陸佐

第
２
中
隊

連
隊
本
部

杉内 勉

准陸尉

本
部
管
理
中
隊

重
迫
撃
砲
中
隊

菅原 和彦

陸曹長

荒川 信三

陸曹長

重
迫
撃
砲
中
隊准陸尉

望月 寿泰

第
34
普
通
科
連
隊

陸曹長

牧田 昌文

第
２
整
備
大
隊

本
部
付
隊

第
２
整
備
大
隊

第
２
普
通
科
直
接
支
援
中
隊

補
給
隊

輸
送
隊

陸曹長

瀬間 功

陸曹長

齊藤 清

准陸尉

奥 一友大関 一孝

准陸尉

本
部
管
理
中
隊

堀 高夫

准陸尉

佐藤 美富

陸曹長

第
１
偵
察
戦
闘
大
隊

本
部
管
理
中
隊

陸曹長

渡邉 護

第
２
中
隊

陸曹長

今井 友幸

准陸尉

倉持 正

第
２
中
隊

第
１
施
設
大
隊

第

１

特

科

隊

隊
本
部

第
１
師
団
司
令
部
付
隊

准陸尉

菊池 克弘

退

官

者

紹

介

隊

員

家

族

紹

介

完成した結婚指輪（手作り）に喜ぶ二人

「自衛官の妻として」

第１普通科連隊 ３曹 山口 成海
花香

主
人
と
は
小
学
校
・
中
学
校
の
同
級
生
で
、
社
会
人
に
な
り
再
会
し
、
２
年
の
お
付
き
合
い
を
経
て
結
婚
し
ま
し
た
。
千

葉
県
か
ら
静
岡
県
に
引
っ
越
し
て
来
た
と
き
は
知
り
合
い
も
お
ら
ず
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
半
年
経
っ
た
今
で
は
、
新
し

い
職
場
で
の
出
会
い
も
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
結
婚
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
な
ど
で
長
い
間
家
に
帰
っ
て
来
ら
れ
な
い
事
も
あ
り
ま
す
が
、
自
衛
官
と
し
て
人
を
助
け
る
仕
事
を
し
て
い
る
主
人

を
と
て
も
誇
ら
し
く
思
い

ま
す
。

仕
事
で
疲
れ
て
帰
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

妻
と
し
て
笑
顔
で
迎
え
、

心
も
体
も
休
ま
る
よ
う
に

１
番
近
く
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
先
転
勤
な
ど
も
あ
り
、

更
に
大
変
な
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
明
る
く

楽
し
い
家
庭
を
築
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第１高射特科大隊 ３曹 梅木 克人
真美

「自衛官の妻として」

ディズニーランドで記念写真

第
１
後
方
支
援
連
隊

第
１
師
団
司
令
部

第
32
普
通
科
連
隊

第
１
普
通
科
連
隊


